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二条大麦の出穂生理（第2報）

　主程葉数および出葉速度におよぼす日長

およぴ温度の影響とその品種間差異

川 口 数　　美

1　緒 言

　一般に異なった日長および温度条件によって主程葉

数が比較的変動しやすい品種と変動しにくい品種とが

あることは周知のことセあり，著者の先の報告1）でも

同様なことが認められた。また，同報告で止葉展開期

には品種間差異は認められないが，主桿葉数について

は，それらの品種問で差異が認められるもの，および

その逆に止葉展開期に品種間差異が認められるが主桿

葉数についてはそれらの品種間で差異が認められない

というような関係が観察された。

　そこで，本報告では主稗葉数の増減および止葉展開

期と主桿葉数との関係について確めるため，従来，供

試されている条件よりさらに高い温度およびさらに短

い日長条件を含めた異なる日長および温度の複合条件

下において生育時期別葉数，および止葉展開期などに

ついて調査した。その結果，2・3の知見が得られた

ので報告する。

　終始，御指導して下さった中山保博士に深謝の意を

表する。

Ⅱ　実験材料およぴ実験方法

　材料：先の試験において日長感応性が比較的小さく

主桿葉数の増減が少ない金独および日長感応性が比較

的大きく，主桿葉数の増減が多いKeniaとCarlsberg

Iの3品種を用いた。

　方法：催芽した種子を直径60cm，高さ7cmのポット

（100CCビーカー）に1ポット当たり3個体宛2反覆

して播種した。日長および温度処理は播種直後から始

め，120日まで同条件下で養成し，その後全処理区と

も自然条件下に移した。

　温度および日長処理はつぎのとおりである。

　　　　　低温区（LL）：6～15℃

日長条件：3，5，8，10時間日長

　L区における3・8時問日長を除き．これらを組合せ

た18条件下で試験を行なった。

　日長および温度処理は午前12時を中心にそれぞれの

日長処理時間だけすべての処理区とも同一ガラス室内

に入れ，その後，遮光してある前述のような5つの温

度条件の場所に入れた。したがって，明期の濫度はす

べての温度処理区とも同じであり，暗期の温度だけが

異なることになる。

　なお，参考までに昼夜温とも20℃恒温・連続照明下

において試験を行なった。

　調査は出穂期の代りとしてそれと相関の高い止葉展

開期および生育時期別葉数について個体ごとに行なっ

た。

Ⅲ　実験結果および考察

　生育状況：3品種の異なる日長および温度条件下に

おける止葉展開まで日数，そのときの主稗葉数の平均

値および出葉速度は第1表に示されている。第1表か

ら一般に温度が高く日長が短くなるにしたがって枯死

する個体が多くなるが，品種によってその程度に差が

認められ，金独，Kenia，Carlsberg　Iの順に枯死す

る個体が多くなる。すなわち10時間日長では供試した．

いずれの温度でも3品種とも止葉を展開しているが，

これより臼長が短くなるにしたがって温度が高い条件

から順次止葉を展開しないで生育途中で枯死してい

る。この場合，日長が短ぐ温度が高くなるにしたがっ

て葉色が淡くなる。その変化は金独において著しく，

Carlsberg　Iではその程度が少ない。このような極端

な短日に対する反応の品種間差は日長感応性というよ

りむしろ，日長が極く短いために植物が正常な同化作

用を営むことができず，体内の栄養の平衝が異常にな

るため枯死したものと考えられる。

　つぎに主桿葉数の増滅および出葉状況について考察

をすすめる。

　主桿葉数の増減：止葉展開したものについては，3

品種とも同一日長内における主稗葉数は温度が高くな

るにしたがって増加する傾向が認められる。；しかし，

やや低音区（L)　：10～17℃

中 温 区（M)　：16～18℃

やや高温区（H)　：25～27℃
高 温 区（HH)　：28～30℃

温度条件
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短日日長間では主桿葉数に大きな差はなく，3時間日

長でさえ金独の主桿葉数は10時間長のものと同じであ

る。

　また，連続照明20℃恒温区（狭義の早晩性2）を示す

第1表

条件）に比較して，これらの短日条件下における主稗

葉数との差は金独でもっとも小さく，keniaがこれに

つぎ，Carlsberg　Iでもっとも大きく，先の試験より

さらに明瞭な品種間差が認められる。

異なる日長および温度条件下における止葉展開まで日数，主桿葉数および出葉速度
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　このことから金独は異なる環境によって比較的主桿

葉数の変動が少ない品種であり，KeniaおよびCarlsbe

rg　Iはその変動が大きい品種であるといえる。

　このように，10時間日長より短い日長条件下でも金

独の主程葉数に増加が認められないことと，連続照明

．20℃恒温区，いわゆる狭義の早晩性を示す条件下にお

・ける主桿葉数と本試験の短日および温度条件下におけ

る主桿葉数との差が3品種によって異なることから，

環境による主稗葉数の変動には明瞭な品種問差がある

ものと考えられる。

　止葉展開期と葉数の増加程度との関係：連続照明2Q

℃恒温区の止葉展開まで日数，すなわち狭義の早晩性

およびそのときの主稗葉数は品種間にほとんど差が認

められない。これに対して，短日条件下における止葉

展開まで日数は品種間に明瞭な差が認められる。そし

て，いずれの条件下でも金独の止葉展開がもっとも早
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く，ついでKeniaでありCarlsberglがもっとも遅

い。このように品種の早晩生の関係はいずれの条件下

でも変らない。主稗葉数については止葉展開まで日数

と同様に品種間差異が認められ，いずれの条件下にお

いても，品種の葉数の相対的関係は変らない。すなわ

ち，金独，Kenia，Carlsberg　Iの順に葉数が多い。

　3品種の最小止葉展開まで日数および最小主桿葉数

を示した条件はつぎのとおりである。金独では8時間

日長のM区，Keniaでは10時間日長のH区においても

っとも止葉展開までが短いが，Carlsberg　lでは10時

間日長のHH区が極端に遅れるほかはほとんど同じで

ある。主桿葉数については金独では10時間日長のL区

keniaでは8時間日長のL　L区，CarlsbergIでは10・8

時間日長のL　L区で主程葉数がもっとも少ない。

　生育時期別葉数（葉数の増加程度）および出葉速度

（止葉展開まで日数／主桿葉数）はそれぞれ第1図お

よび第2図に示されている。第1図の主稗葉数と止葉

展開まで日数および葉数の増加程度についてみると，

M区（L，LL区はM区と傾向が同じであるので図を

省略した）では主桿葉数の少ない品種において葉数の

増加程度が大きく，したがって，その品種の止葉展開

まで日数がもっとも短い。これに対して温度が高くな

るとその関係が乱れ，とくにHH区ではもっとも主桿

葉数が少ない金独が葉数の増加程度ではもっとも小さ

く，主桿葉数の多いCarlsberg　Iの葉数の増加程度が

もっとも大きいというように前述の関係と逆の関係に

なっている。その関係は出葉速度と温度との関係を図

示した第2図でよくうかがわれる。すなわち，同一日

長内において温度が異なると出葉速度の品種の相対的

な関係が逆になることが認められる。

　このように短日条件下における早晩生および主稗葉

数の品種の相対的な関係はいすれの温度条件でも同じ

であるが，各品種の最小止葉展開まで日数を示す条件

と最小主桿粟数を示す条件は必ずしも一致していな『

い。このことは稗の伸長と頴花内の約の成熟に対する

最適温度が両者間で異なるという報告もあるので3），

葉の分化と葉の伸長（本試験では出穂期のかわりに止、

葉展開期を調査したことは葉の伸長を示すものであ

る）に対する日長および湿度の影響が異なり，、さらに

品種によってその影響が異なることを暗示しているの

であろう。

　結語：連続照明条件下に比較して，短日条件下では

いずれの品種でも主桿葉数は増加するが，増加の程度

に品種間差が認められ，その主桿葉数の変化が少ない・

品種は極端な短日条件（3・5時間）でも他の品種のよ

うに葉数の増加が認められないことから，葉数の変化・

に明瞭な品種問差異があるものと考えられる。

　また同じ日長条件下における葉数の増加程度は3品
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後で異なるものと思われるのでさらに詳細な研究が必

要であることが認められる。
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要

　1）極端な短日および温度条件を含む条件下におい

て日長および温度に対する3品種の出穂性，主に主稗

葉数の増減および葉数増加の程度について調査した。

　2）その結果，連続照明下に比較して短日条件では

いずれの品種も主桿葉数は増加するがその程度に品種

間差異が認められる。しかし，主桿葉数の増加が比較

的少ない品種では極端な短日条件（3・5時間）でも

あまり主桿葉数の増加が認められない。したがって，

主程葉数の変動に関する明瞭な品種間差が存在するも

のと考えられる。

　3）品種の最小主桿葉数と最小止葉展開まで日数を

示す日長および温度条件が異なることについては，こ

の試験から主桿葉数の決定に対する適温と葉の伸長に

対する適温との間に差があり，そのうえ，これらの間

に品種間差異があるように見受けられる。

第2図　10時間日長下における出葉速度

『種でかならすしも一致せず，金独ではM区（16～18℃）

でもH区（25～27℃）と同じよう噛華，しているが主

・稗葉数に葦があることなどから，主桿葉数の決定に働

く温度と葉数の増加に働く温度とは異なるものと考え

られる。

　さらに，同一日長下における異なる温度によって品

種の葉数の増加程度の相対的な関係が乱されるごとか

ら，この試験で供試した短日条件では葉の伸長に対す

る適温と主稗葉数の決定に対する適温とに品種間差異

一があるものと考えられる・このことが主桿葉数が同じ

でも出穂に差ができる原因であろう。

　なお，このような温度に対する反応は花芽分化前と
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二条大麦の出穂生理（第2報）

　主程葉数および出葉速度におよぼす日長

およぴ温度の影響とその品種間差異

川
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1　緒

言

　一般に異なった日長および温度条件によって主程葉

数が比較的変動しやすい品種と変動しにくい品種とが

あることは周知のことセあり，著者の先の報告1）でも

同様なことが認められた。また，同報告で止葉展開期

には品種間差異は認められないが，主桿葉数について

は，それらの品種問で差異が認められるもの，および

その逆に止葉展開期に品種間差異が認められるが主桿

葉数についてはそれらの品種間で差異が認められない

というような関係が観察された。

　そこで，本報告では主稗葉数の増減および止葉展開

期と主桿葉数との関係について確めるため，従来，供

試されている条件よりさらに高い温度およびさらに短

い日長条件を含めた異なる日長および温度の複合条件

下において生育時期別葉数，および止葉展開期などに

ついて調査した。その結果，2・3の知見が得られた

ので報告する。

　終始，御指導して下さった中山保博士に深謝の意を

表する。

∬　実験材料およぴ実験方法

　材料：先の試験において日長感応性が比較的小さく

主桿葉数の増減が少ない金独および日長感応性が比較

的大きく，主桿葉数の増減が多いKeniaとCarlsberg

Iの3品種を用いた。

　方法：催芽した種子を直径60π，高さ7c寵のポット

（100CCビーカー）に1ポット当たり3個体宛2反覆

して播種した。日長および温度処理は播種直後から始

め，120日まで同条件下で養成し，その後全処理区と

も自然条件下に移した。

　温度および日長処理はつぎのとおりである。

　　　　　低温区（LL）：6〜15℃

圃1二1�fiii蓋

日長条件：3，5，8，10時間日長

　L区における3・8時問日長を除き．これらを組合せ

た18条件下で試験を行なった。

　日長および温度処理は午前12時を中心にそれぞれの

日長処理時間だけすべての処理区とも同一ガラス室内

に入れ，その後，遮光してある前述のような5つの温

度条件の場所に入れた。したがって，明期の濫度はす

べての温度処理区とも同じであり，暗期の温度だけが

異なることになる。

　なお，参考までに昼夜温とも20℃恒温・連続照明下

において試験を行なった。

　調査は出穂期の代りとしてそれと相関の高い止葉展

開期および生育時期別葉数について個体ごとに行なっ

た。

皿　実験結果および考察

　生育状況：3品種の異なる日長および温度条件下に

おける止葉展開まで日数，そのときの主稗葉数の平均

値および出葉速度は第1表に示されている。第1表か

ら一般に温度が高く日長が短くなるにしたがって枯死

する個体が多くなるが，品種によってその程度に差が

認められ，金独，Kenia，Carlsberg　Iの順に枯死す

る個体が多くなる。すなわち10時間日長では供試した．

いずれの温度でも3品種とも止葉を展開しているが，

これより臼長が短くなるにしたがって温度が高い条件

から順次止葉を展開しないで生育途中で枯死してレ＼

る。この場合，日長が短ぐ温度が高くなるにしたがっ

て葉色が淡くなる。その変化は金独において著しく，

Carlsberg　Iではその程度が少ない。このような極端一

な短日に対する反応の品種間差は日長感応性というよ

りむしろ，殉日長が極く短いために植物が正常な同化作

用を営むことができず，体内の栄養の平衝が異常にな

るため枯死したものと考えられる。

　つぎに主桿葉数の増滅および出葉状況について考察

をすすめる。

　主桿葉数の増減：止葉展開したものについては，3

品種とも同一日長内における主稗葉数は温度が高くな

るにしたがって増加する傾向が認められる。；しかし，
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